
お薬の相互作用（のみ合わせ）に注意

お薬を服用する際には、他のお薬や食品・サプリメント等との相互作用蠍のみ合わせきに注意が必要です。

相互作用は、重要度に応じて併用蕪急併用しな齢這ときと併用注意∈併用gニ注意することきに分類されま

すが、進数地主圭。しかも、それは現時点で分かっているものだけです。

例として、あるパーキンソン病治療薬の使用上の注意（相互作用の項）を下に示します。
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薬局で併用薬についてお尋ねすると、「医師に伝えてあるので幹8蕎」とおっしゃる方がいます。確かに医師

に服用中の薬を伝えておくと、併用禁忌に該当する薬や同じ成分の薬が重ねて処方されることはありませ

ん。しかし、一

いからです。

治療上やむを得ない場合が多

そして、それをチェックするのが薬剤師です。

薬剤師の役割は、r併用蕪急」の確言引こ加え、r併用注意」についても過重

性用の影隻を考慮し、＿必要な注意事項を垂線必達にあります。

お薬の相互作用（のみ合わせ）のチェックは、薬剤師にお任せください。

ー相互作用（のみ合わせ）の手エツウのために、齢築手帳毛ご活用ください－


